
令和８年３月14日（土）、江津市地場産業振興センターで、ボランティア研修会を開催しました。
今回は映画監督の信友直子氏を迎え、江津市だけでなく各地から合わせて約150名もの多くの方々
に来ていただきました。

講演では、一人娘として家族を見つめてきた立場から、どの家族にも起こりうる老いや介護に
ついてお話ししていただきました。介護に伴う苦しみや不安だけでなく、それらを「ギフト」と
して受け止める実感のこもった気づきや思いを、やさしくわかりやすい言葉で語っていただきま
した。参加者からは、「たくさんの具体例と実話に基づいたお話で、とても共感できました」「お
父さまのように、周囲から愛される可愛いお年寄りになりたいと思いました」など、多くの感想
が寄せられました。今回の講演を通して、今後のボランティア活動に取り組むうえで、多くのヒ
ントと勇気を得ることができました。
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社協会費は、誰もが住み慣れた地域で助け合い、支え合い、安心して住み続けられる「福祉のまちづくり」の事
業を推進する為の法人運営費に活用させていただき、多様な地域福祉を進めていくうえで、その柱となる貴重な財
源となっています。

江津市社会福祉協議会は、心配ごと等総合相談事業、小・中学校の福祉教育、手話奉仕員の講習会、市・市議会
や社協広報の点訳・音声訳の支援、福祉バスの運行事業、高齢者のふれあいサロン、成年後見受任事業及び日常生
活に不安のある方の金銭管理や生活福祉資金貸付事業など多様な活動を実践しています。引き続きこうした地域福
祉事業を一層推進し、また、時宜に応じた新たな事業を創出し、市民福祉、自治会福祉の向上を目指して参ります。

※�社会福祉法人の運営に必要な理事会・評議員会の費用や活動の拠点となる事務所の維持管理など法人の運営に欠かせない費
用にも充てさせていただいてます。

社協会費へのご協力をお願いします!!

会費の使いみち

一般会費
（市内の各世帯）

賛助会費
（会員中別途賛助）

特別会費
（会員中特別賛助）

団体会費
（企業・団体）

1,000円 2,000円 5,000円 5,000円

会費の
種類と金額

地域における福祉活動の充実のために使われています
例えばこんなことに…

車椅子体験

〇 福祉教育の推進

ひだまりサロンの様子

〇 障がい者サロン

ボランティア研修会

〇 ボランティアセンター

江津市総合社会福祉大会

〇 江津市総合社会福祉大会の開催
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フードバンク事業へのご協力ありがとうございます！フードバンク事業へのご協力ありがとうございます！
フードバンク事業にご協力いただいた団体、企業をご紹介します。３月から５月にかけて江津市連合婦人会、ゆ

めタウン江津店、江津組仏教婦人会連盟、西教寺はちすの会から食品を寄附していただきました。株式会社イズミ
ではフードドライブ（家庭で余った食品を回収拠点に持ち寄り、必要とされる個人や団体に寄付する活動）の取り
組みが各店舗されており、ゆめタウン江津店でも昨年から開始されました。株式会社イズミ（ゆめタウン江津店）
の皆様、江津市連合婦人会の皆様、江津組仏教婦人会連盟の皆様、西教寺はちすの会の皆様、食品をご提供いただ
いた皆様に感謝申し上げます。生活に困っている方への支援に役立てていきますので、引き続きご協力賜りますよ
うお願い申し上げます。

江津市連合婦人会

都治支会では、令和７年度から令和８年度
までの２年間、福祉委員制度の普及を目的と
した江津市地域福祉学習推進モデル事業に取
り組まれています。５月16日（土）に今年度
１回目の学習会を島根大学人間科学部福祉社
会コースの加川充浩教授（専門：地域福祉論）
をお招きし行いました。今回は、「地域福祉
活動の実際・意義と福祉委員の役割」と題し、
福祉委員に期待される役割・実際の活動と住
民主体による地域福祉活動の意義についてお
話していただきました。福祉委員（自治会長）
と民生委員の約20名が参加され、福祉委員に
ついての理解を深めてもらいました。

都治地区地域福祉学習会を実施しました

江津市地域福祉学習推進モデル事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けています。
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令和７年度　江津市社会福祉協議会の決算を報告します

令和７年度 決算概要（資金収支内訳書）
期間　自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日 （単位：円）

サービス区分 収入決算額 支出決算額 次年度繰越金 備　　　考
１．法人運営事業資金収支内訳書 65,950,147 63,723,718 2,226,429
２．ふれあいのまちづくり事業資金収支内訳書 714,000 714,000 0
３．機関誌発行事業資金収支内訳書 1,522,000 1,522,000 0
４．社会福祉大会事業資金収支内訳書 407,000 407,000 0

共同募金助成事業

５．点字広報紙「ごうつ社協」発行事業資金収支内訳書 6,000 6,000 0
６．和光園大学事業資金収支内訳書 237,890 237,890 0
７．一人暮らし老人宅訪問事業資金収支内訳書 150,000 150,000 0
８．敬老会事業資金収支内訳書 230,000 230,000 0
９．福祉実施校助成事業資金収支内訳書 520,000 520,000 0
10．地域福祉学習推進事業資金収支内訳書 90,000 90,000 0
11．活動基金運営事業資金収支内訳書 9,784,986 9,552,868 232,118
12．民生基金貸付事業資金収支内訳書 1,434,753 125,000 1,309,753
13．法人後見事業資金収支内訳書 4,622,538 3,631,798 990,740
14．福祉バンク運営事業資金収支内訳書 577,232 0 577,232
15．骨髄バンク基金事業資金収支内訳書 233,737 100,000 133,737
16．財産保全サービス事業資金収支内訳書 6,350 0 6,350
17．障がい者サロン事業資金収支内訳書 60,000 60,000 0
18．フードバンク基金事業資金収支内訳書 168,677 0 168,677
19．ボランティアセンター事業資金収支内訳書 7,797,667 7,231,014 566,653
20．生活福祉資金貸付事業資金収支内訳書 792,700 792,700 0 県社協受託事業
21．日常生活自立支援事業資金収支内訳書 13,056,700 13,056,700 0 〃
22．地域介護予防活動支援事業資金収支内訳書 3,400,000 3,400,000 0 市受託事業
23．市民後見推進事業資金収支内訳書 177,000 177,000 0 〃
24．高齢者等生活支援体制整備事業資金収支内訳書 11,924,000 11,924,000 0 〃
25．生活困窮者自立支援事業資金収支内訳書 5,195,959 5,195,959 0 〃
26．指定寄付金配分事業資金収支内訳書 181,202 8,210 172,992

合　　　　　　　計 129,240,538 122,855,857 6,384,681

財産目録 （単位：円）

流動資産 7,055,557 その他の固定資産 105,323,934 流動負債 670,876
現金 0 車両運搬具 547,507 未払費用 104,358
預貯金 6,640,627 器具及び備品 756,460 預り金 566,518
未収補助金 0 長期貸付金 975,540 固定負債 0
未収収益 414,930
固定資産 108,198,311 民生基金積立資産 12,318,000
基本財産 2,874,377 社会福祉活動基金積立資産 85,788,510 負債の部合計 670,876

基本財産特定預金 900,000 運用資金積立資産 4,011,527
有価証券 100,000 骨髄バンク基金積立資産 900,000
建物 1 長期前払費用 26,390
土地 1,874,376 資産の部合計 115,253,868 差引純資産 114,582,992

貸借対照表 （単位：円）

借　　　　　方 貸　　　　　方
流 動 資 産 7,055 流 動 負 債 671
固 定 資 産 108,198 固 定 負 債 0

基 本 金 3,053
基 金 98,106
国庫補助金等特別積立金 176
積 立 金 4,911
繰 越 金 8,336

計 115,253 計 115,253
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少子高齢化の急速な進展、核家族化、ライフスタイルの多様化により、伝統的な家族や
地域における連帯・相互の支え合いなどの意識が低下しており、孤立や虐待、経済的困窮、

貧困の連鎖など社会的孤立へと陥りやすい構造が課題となっています。また、ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者の増
加、老々介護や8050問題、障がいのある人の雇用、ひきこもり、ダブルケアなど、新たな課題やそれらが複合的に絡
みあった、既存の制度や一方的なサービス提供だけでは十分に対応できない課題も顕在化しており、これら新たなニー
ズへの対応や課題解決に向けた取り組みが求められています。誰もが家庭や職場、地域などあらゆる場で活躍できる全
員参加型社会をめざすうえでは、地域福祉の枠組みを広く捉え、市民が相互に支え合えることを意識しつつ、市民全員
があらゆる分野の活動に参加できる機会を得られる「地域共生社会」を実現させていくことが重要と考え、昨年度施行
した「第４次江津市地域福祉活動計画」の基本理念に沿った本計画に掲げる３つの基本目標から構成する諸事業につい
て、市行政と連携・協力しながら一体的かつ着実に進められるように努めてまいります。

すべての地域住民が望む 安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを使命とする社協として、地域の複雑化・多様
化した今日的課題をしっかり受け止めるとともに、その解決に向けた取り組みや地域における連携・協働の場づくりや仕組
みづくりを進めるため、市行政はもとより地域住民、民生委員・児童委員、社会福祉施設、ボランティア、ＮＰＯ団体など
と協力し、自助、共助、公助を複合的に組み合わせた地域福祉活動により福祉の江津（まち）づくりの実現を目指します。

令和８年度 江津市社会福祉協議会の事業計画及び予算を紹介します

基 本 方 針

基本目標と取り組む事業の概要
　　　　　　地域福祉を担う人づくり

地域福祉を進めるためには、制度や仕組みはもちろん、
実際に支え合い、助け合いの主体となる人づくりが最も重
要です。子どもから大人まで、幅広い層に対して、地域福祉
に関する知識や意識を周知・啓発することで、高齢者福祉、
障がい者福祉、子ども、子育て支援など、地域社会を取り
巻く活動を取り組む協同体の担い手づくりを進めます。

１ �福祉教育の推進　　
　⃝福祉教育実施校助成事業
　⃝地域福祉学習推進モデル事業
　⃝あいサポート運動の推進
　⃝江津市総合社会福祉大会の開催
　⃝福祉ふれあいチャリティーバザーの開催
２ �ボランティアなど市民活動の育成・支援　
　⃝ボランティアの養成
　⃝意思疎通・移動支援ボランティアの養成
　⃝ボランティア登録の促進
　⃝ボランティア団体連絡会の開催
　⃝ボランティアセンターの運営評価
　⃝民間助成事業の利用支援
　⃝高齢者等生活支援体制整備事業

　　　　　　地域福祉を展開する地域づくり
地域では、少子高齢化や近所付き合いの希薄化などの課

題を抱えており、新たな関係性の構築が必要となっていま
す。地域福祉を担う人材が、自分の持っている能力を発揮
して活躍することができるよう、地域における活動団体や
ネットワークの構築など、市全体で地域づくりを進めます。

１ �地域福祉活動の体制づくり
　⃝社協地区支会との連携強化と活動の活性化
　⃝地域介護予防活動支援事業※１

　⃝障がい者サロン
　⃝福祉委員制度の理解を定着促進させるための見直し
　⃝江津市社会福祉法人連絡会の活動推進
２ �安心・安全を支える地域のネットワークづくり
　⃝災害ボランティアセンターの体制整備
　⃝災害ボランティアの養成
　⃝災害ボランティアコーディネーターの養成・育成

基本目標１

基本目標２

　　　　　　地域福祉を支える包括的支援体制づくり
地域福祉を推進するために必要となる環境整備や、相

談支援体制、権利擁護・虐待防止対策、生活困窮者の自
立支援、再犯防止など、地域福祉を支えるための包括的
な支援体制づくりが求められています。そのため、「相談
支援」「地域づくり」「地域参加」を核とする重層的支援
体制整備事業を推進し、多様な生活課題の解決に向けて
取り組みます。

１ �重層的支援体制整備事業の推進
　⃝生活支援まごころフレッシュサービス事業
　⃝江津和光園ふれあい講座の開催
　⃝歳末声かけボランティアの実施
　⃝骨髄バンク基金事業　　 ⃝福祉バス運行事業
　⃝生活福祉資金貸付事業　 ⃝民生基金貸付事業
　⃝ふれあい福祉センター総合相談事業※２

　⃝生活困窮者自立相談支援事業
２ �情報提供体制の充実
　⃝ホームページの更新及び広報紙の発行
　⃝広報紙の点訳提供・音訳提供
３ �生活困窮者自立支援事業の推進
　⃝緊急一時食糧支援事業（フードバンク事業）
　⃝生活困窮者日用品等提供事業
　⃝入居債務保証支援事業
４ �地域福祉に関する基盤整備
　⃝社会福祉活動基金事業（福祉団体助成）
　⃝本協議会の体制づくり（組織運営体制の見直し・再編）
５ �権利擁護・虐待防止対策の推進
　⃝日常生活自立支援事業
　⃝法人後見受任事業
　⃝権利擁護の普及啓発及び人材育成※３

６ �再犯防止の推進　
７ �団体事務の受託
　⃝江津市民生児童委員協議会
　⃝江津市老人クラブ連合会（一部受託）
　⃝島根県共同募金委員会江津市共同募金委員会
　⃝日本赤十字社島根県支部江津市地区

基本目標３

　　　　　　　　 ※１＝地域介護予防活動支援事業（定期訪問・声かけ運動／ふれあいサロン）
　　　　　　　　 ※２＝ふれあい福祉センター総合相談事業（法律相談・一般相談・福祉相談）
　　　　　　　　 ※３＝権利擁護の普及啓発及び権利擁護人材の育成

※番号の詳細
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令和８年度　江津市社協予算
収入内訳 （単位：円）

科　　目　　名 説　　　　　　　　　明 金　　額
会 費 一般会費（個人）　7,663,000　　ボランティア（個人）　22,000 7,685,000

寄 付 金 一般寄附金　20,000　　香典返し　3,262,000
骨髄バンク寄附金　1,000　　災害支援金　1,000　　フードバンク寄付金　1,000 3,285,000

補 助 金、 助 成 金 市補助金　55,931,000　　全社協助成金　1,000 55,932,000
受 託 金 市受託金　22,722,000　　県委託金　2,665,000 25,387,000

事 業 収 入 後見等報酬　3,112,000　　財産保全サービス　3,000
日常生活自立支援事業利用料収入　685,000　　ボランティアセンター利用料収入　817,0000 4,617,000

償 還 金 収 入 民生基金の償還金　200,000 200,000
共 同 募 金 配 分 金 令和７年度募金結果に伴う社協事業への配分金 1,013,000
負 担 金 収 入 市民児協　410,000　　市老連　150,000　　日赤江津地区事務負担金　300,000 860,000
雑 収 入、 受 取 利 息 預金利息等 333,000

サ ー ビ ス 区 分
間 繰 入 金 収 入

各サービス区分間での資金運用額
　法人運営サービス区分繰入金　16,209,000　　活動基金サービス区分繰入金　4,821,000
　法人後見事業繰入金　　　　　  2,000,000

23,030,000

積立預金取崩し収入 活動基金積立預金取崩　4,685,000　　運用資金積立預金取崩　500,000 5,185,000

繰 越 金

令和７年度からの繰越金
　法人運営事業費　　　1,300,000　　活動基金運営事業　　　　　200,000
　民生基金貸付事業　　1,313,000　　福祉バンク運営事業　　　　577,000
　骨髄バンク基金事業　　133,000　　ボランティアセンター事業　350,000
　法人後見事業　　　　　600,000　　フードバンク基金事業　　　168,000
　指定寄付金配分金事業　172,000　　財産保全サービス事業　　　　6,000

4,819,000

合　　　　　　　　　　　　　　　　計 132,346,000

支出内訳 （単位：円）

科　　目　　名 説　　　　　　　　　明 金　　　額

法 人 運 営 事 業

会議費　　　140,000　　事務費　　　　 5,040,000　　広報費　530,000
役員報酬　1,285,000　　事務職員給与　43,912,000　　賃借料　500,000
その他　　　545,000　　運営助成金　　　 522,000 
　　　　　　　　　　   日常生活自立支援事業　　 10,685,000
　　　　　　　　　　   ボランティアセンター事業　3,702,000
サービス区分繰出金　   機関誌発行事業　　　　　　1,522,000
　　　　　　　　　　   社会福祉大会事業　　　　　　260,000
　　　　　　　　　　   敬老会事業　　　　　　　　　 40,000

68,683,000

ふれあいのまちづくり事業 ふれあい福祉センター総合相談事業　714,000 714,000

ボランティアセンター事業
まごころサービス事業費　1,071,000　　歳末一人暮らし老人宅訪問諸費　1,000,000
ボランティア研修会　700,000　　会議費　20,000　　広報費　50,000　　事務費　844,000
事務職員給与　3,702,000　　保険料　30,000

7,417,000

受 託 事 業 費

県社協　生活福祉資金貸付事業　　　　 787,000　　日常生活自立支援事業　　　　　1,878,000
市　　　地域介護予防活動支援事業　 3,400,000　　障害者支援ボランティア養成事業　300,000
　　　　高齢者等支援体制整備事業　13,040,000　　生活困窮者自立支援事業　　　　5,713,000
　　　　市民後見推進事業　　　　　　 269,000

25,387,000

共 同 募 金 配 分 事 業
敬老会　230,000　　江津和光園大学　170,000　　一人暮らし老人宅歳末訪問　10,000
福祉実施校研修助成金　440,000　　社協広報点訳経費　5,000　　社会福祉大会　360,000
地域福祉学習　98,000

1,313,000

活 動 基 金 運 営 事 業
福祉バスの運営　2,722,000　　団体への助成　690,000
サービス区分繰出金
法人運営事業　4,761,000　　障がい者サロン事業　60,000

8,233,000

民 生 基 金 貸 付 事 業 民生基金の貸付　1,238,000 1,238,000
フードバンク基金事業 備品、消耗品購入　192,000 192,000
機 関 誌 発 行 事 業 ごうつ社協作成費　1,514,000　　児童福祉ポスター代　8,000 1,522,000
障がい者サロン事業 チラシ、消耗品費購入代等　60,000 60,000
財産保全サービス事業 保険料、賃借料 9,000
福祉バンク運営事業 福祉機材の貸出事業手数料　487,000 487,000
骨髄バンク基金事業 見舞金の支給　100,000 100,000
日常生活自立支援事業 専門員人件費　10,685,000　　生活支援員給与他　685,000 11,370,000
法 人 後 見 事 業 後見事務費　1,138,000　　法人運営繰出金　2,000,000　　非常勤給与　374,000 3,512,000
指定寄付金配分金事業 消耗品購入代等 173,000

予 　 備 　 費

令和８年度事業予備費　　法人運営事業　　　　　900,000　　活動基金運営事業　　100,000
　　　　　　　　　　　　民生基金貸付事業　　　300,000　　福祉バンク運営事業　100,000
　　　　　　　　　　　　骨髄バンク基金事業　　 36,000　　法人後見事業　　　　200,000
　　　　　　　　　　　　ボランティアセンター　300,000

1,936,000

合　　　　　　　　　　　　　　　　計 132,346,000
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警察庁のホームページによると、令和６年における特殊詐欺の認知件数は、日本全国で
２万1043件、被害額は、718.8億円に上り、前年度に比べ、認知件数は10％以上、被害金
額は、58％以上増加しています。

以前の特殊詐欺は、孫や子、親族になりすまして高齢者に電話をかけてきて、「交通事
故を起こしてお金が必要」などと言って金銭を振り込ませる手口が主流でしたが、最近で
は、さまざまな詐欺の手法が開発されています。例えば、ニセ警察詐欺があり、下４桁が

「0110」の電話番号から警察を名乗って電話をしてきて、LINEなどのビデオ通話に誘導し、
制服姿のニセ警察官が書類を見せながら「あなたに逮捕状が出ている」などと言って、保釈
金名目などの理由で現金をだましとる手口です。

そして、特殊詐欺は、「簡単に儲かる仕事」などとSNS等で詐欺とはわからないように勧
誘が行われ、求人に応募してきた人の個人情報を取得し、「個人情報をばらまく」、「家族に
危害を加える」などと脅し、犯罪行為に加担させる「闇バイト」という手法が横行しています。
今まで犯罪に関与したことのない一般の人や学生などが、特殊詐欺の実行犯になってしまっ
ているケースも存在します。

また、「闇バイト」の一種として、ネットで簡単に開設できる銀行口座を作って、「口座番
号やログインID、パスワードを教えてくれれば、高額な報酬を支払います」というものがあ
り、その銀行口座が、特殊詐欺など犯罪収益の振込先として利用されるケースがあります。

Vol.31

「気をつけて！ 特殊詐欺・闇バイト」
法テラス浜田法律事務所　
弁護士　大嶋　功 さん

◆「逮捕状がでている」、「SNSやビデオ通話に誘導」してくるのは、ニセ警察詐欺！
◆「簡単な仕事で高額な報酬」は要注意！
◆ログインID、パスワード、口座情報を絶対、他人に教えない！

※教える行為も犯罪であり、教えた人も処罰されることとなります。

～特殊詐欺・闇バイトにまきこまれないために～
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● 目　的
江津市赤い羽根テーマ募金助成事業は、本市において地域の課題解決や地域社会づくり（まちづくりの推進）

などを目指す活動団体等が、自ら行う活動の趣旨を広く市民等に啓発するとともに、その理解と共感に基づく共
同募金活動を展開して、団体等が活動に必要な資金（共同募金助成金）確保を通じた、地域福祉の推進を図るこ
とを目的とします。

● 助成対象団体（赤い羽根テーマ募金に参加できる団体）
福祉に係る社会課題、地域課題等を的確に捉え、その課題解決の必要性を広く市民等に伝え、共同募金の一環

として、募金の呼びかけができる※非営利団体等。
※江津市内を活動範囲とする各種ボランティアや市民活動団体等。法人格の有無は問いません。

● 募金目標額および募金活動
江津市赤い羽根テーマ募金助成事業の参加申請する団体等は、募金目標額（最低３万円以上であれば上限はあ

りません）をあらかじめ設定していただきます。
参加団体等は、令和９年１月１日から同年３月31日までに、振込用紙付きチラシ等により自らの活動の必要性

を訴えながら、その活動に必要な資金を主体的に調達するための募金活動を行っていただきます。
● 助成金額および助成金決定交付の時期

参加団体等への助成金は、募金実績額から事務費（事務費は募金額の10％とし千円未満は切り捨てた額。また、
事務費の上限は10万円）を控除し、加算助成金（加算助成金は、50万円以下の募金額の20％。または、50万円を
超える募金額の10％のいずれか。なお、加算助成金の上限は50万円）を加えた金額（千円未満切り捨て）になります。

助成金の交付決定は、令和９年６月頃の予定です。

◎ 江津市赤い羽根テーマ募金の参加希望の場合、令和８年７月24日（金）までに下記までご連絡ください。
　　　　　　　 江津市共同募金委員会（江津市社会福祉協議会内 ☎52-2474、  akaihane@gotsu-syakyo.jp）問い合わせ先

「令和８年度 江津市赤い羽根テーマ募金助成事業」
参加団体募集のご案内

興味のある方は、電話 0855-52-6100 江津市ボランティアセンター まで
お問い合わせください。

●生活支援まごころフレッシュサービスとは？
　�住民同士の助け合いを基本として、在宅での日常生活支援、援助を必要とする人や、子育て家族

の就労支援体制を含めた負担を軽減するための会員方式の在宅福祉サービスです。

有償ボランティア生活支援まごころフレッシュサービスの有償ボランティア生活支援まごころフレッシュサービスの
協力会員協力会員をを随時募集随時募集しています。しています。

江津市ボランティアセンターでは、高齢者の方から江津市ボランティアセンターでは、高齢者の方から
自宅の掃除に関する多くの相談に対応できるように自宅の掃除に関する多くの相談に対応できるように

トイレ・風呂・室内掃除トイレ・風呂・室内掃除
家内掃除のできる方を  　家内掃除のできる方を  　　  しています。　  しています。急募急募
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ふれあいサロン・桜江地区のサロン情報
ふれあいサロン・桜江地区のサロンは、高齢者の生き

がいと社会参加の促進、介護予防を目的に、住民の皆様
の主体的な活動として行われています。原則、65歳以上
の方が参加対象です。市内には約90のサロンがあり、会
場は各地区の地域コミュニティ交流センターや集会所な
どで開催されています。その内容はレクリエーション、
体操、趣味活動、茶話会など、サロンによって様々です。

サロンの詳細は、社協ホームページ「GO!つながる
情報紙」をご確認いただくか、生活支援コーディネー
ターまでお問い合わせください。

くにびき学園では、現地へ出かけたりレクリエー
ションや健康づくり活動を体験したりと、楽しみなが
ら実践的に学ぶことができます。新たな生きがいや仲
間との出会いをくにびき学園で探してみませんか？

修学期間　２年間（令和８年９月～令和10年８月）
登 校 日　毎週金曜日（年間40日程度）
学習拠点　いわみーる（浜田市野原町1826-1）
受講資格　⃝�県内に在住で、学習意欲が旺盛であり、

かつ地域活動に関心のある方。
　　　　　⃝��60歳以上の方を基本としますが、60歳未

満の方も受講できます。
　　　　　⃝��シマネスクくにびき学園卒業生も受講可。
受講料等　受講申込金………10,000円
　　　　　受講料年額………18,000円
　　　　　傷害保険料年額…1,500円程度
　　　　　※�受講に係る諸経費、学生自主活動等に係

る諸経費は個人負担となります。

申込締切　令和８年７月31日（金）　消印有効

●サロンに関するお問い合わせ
　社会福祉法人江津市社会福祉協議会
　電話 0855‒52‒7034
　（生活支援コーディネーター 直通）

●くにびき学園に関する
　お問い合わせ先
　島根県社会福祉協議会石見支所
　電話 0855‒24‒9336

第23回「演芸大会」� （江津市老人クラブ連合会主催）

この大会は、老人クラブ会員が健康づくり、生きがいづくり、仲間づくりとして、クラブで取り組んで
いることや、個人の趣味として身に付けた特技などを披露し、豊かなシニアライフの実現を目指し老人ク
ラブのPRを図ることを目的として開催されます。どなたでも入場できますので是非ご来場ください。
 【日　時】７月24日（金）13：30～　　　　【入場料】無料
 【会　場】江津市総合市民センター ホール　 【問合せ】江津市老人クラブ連合会（電話 0855-52-2474）
 【内　容】日本舞踊、詩吟、楽器演奏、琴など16演目を予定

令和８年度 豊かな人生の学び舎
くにびき学園西部校 受講生募集

GO！つながる
情報紙

サロンの様子
（高浜地区）
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跡市町
谷　口　恵　子 様（谷口富士夫 様）
二宮町
森　川　美代子 様（森川　　杰 様）
高　橋　伊　武 様（高橋　常盤 様）
波子町
山　藤　志　哲 様（山藤　一之 様）
敬川町
小　林　敬　樹 様（小林千鶴子 様）
都野津町
森　下　晃　司 様（森下サホ子 様）
山　田　克　則 様（山田　節枝 様）
河　野　恒　子 様（河野　　望 様）
中　村　優　子 様（中村　峯治 様）
嘉久志町
山　形　敬　子 様（山形　逸志 様）
森　岡　良　子 様（森岡美華子 様）
小　林　雅　英 様（小林　悦子 様）

田　村　麻　衣 様（田村　裕司 様）
山　藤　　　見 様（山藤　幸子 様）
田　中　隆　志 様（田中　幹子 様）
江津町
梅　田　純　子 様（梅田　修秀 様）
川平町
山　本　キクエ 様（山本　　窈 様）
松川町
佐々木　博　美 様（佐々木ヤスヨ 様）
渡津町
森　田　朝　勝 様（森田　陸枝 様）
盆子原　牧　夫 様（岡山ミワコ 様）
黒松町
浜　家　　　隆 様（濵家　芳江 様）
後地町
佐々木　幹　夫 様（佐々木秋義 様）
加　藤　光　男 様（加藤　康子 様）
横　路　洋　子 様（横路　光人 様）

波積町
奥　迫　アサ子 様（奥迫　春義 様）
桜江町
佐々木　初　美 様（佐々木良造 様）
都野津町（敬川町）
高　田　宜　弥 様（高田　典明 様）
松川町（波積町）
平　田　清　實 様（山根　俊一 様）
浜田市（敬川町）
吉　田　美知子 様（植田ヒロ子 様）
広島県（嘉久志町）
田　中　　　恵 様（田中　　敦 様）
広島県（桜江町）
山　根　久　生 様（山根サトエ 様）
奈良県（桜江町）
入　江　雄　二 様（入江　英一 様）

３月１日から５月31日受付分まで・順不同  ※（　）内の氏名は故人●香典返し寄附金（玉串料寄附金）

―地域福祉のために大切に活用させていただきます―

ご寄附ありがとうございました

●一般寄附金
浜田市　島根県農業協同組合いわみ中央地区本部 様
邑智郡　島根県農業協同組合島根おおち地区本部 様
益田市　西日本歌謡文化講座　水津　啓一 様

「ふれあい福祉センター総合相談所」【予約・お問い合わせ先】 TEL（0855）５２‒６７１０ FAX（0855）５２‒２３０８

◎相談は無料です。また、相談により知り得た秘密は固く守られます
ので、安心してご相談ください。

◎福祉相談については、担当者不在の場合もありますので、なるべく
事前に電話等でご相談ください。

※江津会場⇒江津市社会福祉協議会 
　（江津ひと・まちプラザ“パレットごうつ”２階）
※桜江会場⇒桜江総合センター 3階トレーニングルーム
　 （江津市社会福祉協議会桜江連絡所の隣）

㊟感染症の流行状況によっては、中止や開催方法の変更（電話相談など）を行う場合があります。

７/24㈮  ９：00 ～ 12：00（江津会場）
８/18㈫  ９：45 ～ 12：00（桜江会場）
８/28㈮  ９：00 ～ 12：00（江津会場）
９/25㈮  ９：00 ～ 12：00（江津会場）

一般相談【司法書士･民生委員】（要予約）法律相談【弁護士】（要予約）
７/ ９㈭  13：00 ～ 15：00（江津会場）
８/ ６㈭  13：00 ～ 15：00（江津会場）
９/10㈭  13：00 ～ 15：00（江津会場）

月曜〜金曜（祝祭日は除く） 9：00〜16：00（江津会場）
福祉相談【担当職員】

インスタやってます！
日々の活動状況やお知らせなどを載せ
ていますので、ぜひご覧ください！

ホームページにも
随時最新行事を

掲載中!!
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